
 

    

 
 
 
 
 
 

 
  

①『ルドルフとイッパイアッテナ』 

斉藤
さいとう

洋
ひろし

／作
さく

 杉浦
すぎうら

範
はん

茂
も

／絵
え

 講談社
こうだんしゃ

《F ｻ》 

 
ぼくは黒

くろ

ねこのルドルフ。魚屋
さかなや

のおやじ

に追
お

いかけられてとびのったトラックで、

見知
み し

らぬ町
まち

にきてしまった。家
いえ

に帰
かえ

れない

ぼくに、たまたま出会
で あ

ったノラねこ・イッ

パイアッテナはこう言
い

った。「おれさまがめ

んどうをみてやらあ。」 

 

②『ふしぎなメリーゴーラウンド』 

リーザ=マリー・ブルーム／作
さく

 

はたさわゆうこ／訳
やく

 

こやまこいこ／絵
え

 徳間
と く ま

書店
しょてん

《F ﾌﾞ》 

 

 

  六頭
ろくとう

の木
き

ぼりの動物
どうぶつ

たちがついているメ

リーゴーラウンド。動物
どうぶつ

たちは夜
よる

、持
も

ち主
ぬし

の

おじいさんからえさをもらったり、おしゃべ

りしたりするのです。動物
どうぶつ

たちはしあわせで

したが、ある日
ひ

、お金
かね

もうけしか考
かんが

えてい

ない新
あたら

しい持
も

ち主
ぬし

に売
う

られてしまい…。 

所
ところ

沢
ざわ

市
し

立
りつ

所
ところ

沢
ざわ

図
と

書
しょ

館
かん

 ２０２３年
ねん

 

③『おもちゃ屋
や

のねこ』 

リンダ・ニューベリー／作
さく

 田中
た な か

薫子
かおるこ

／訳
やく

 

くらはしれい／絵
え

 徳間
と く ま

書店
しょてん

《F ﾆ》 

ハティは、大
おお

おじさんのおもちゃ屋
や

のショー

ウィンドウでねこが丸
まる

くなっているのをみま

した。おもちゃではなく、ほんもののねこ！ハ

ティは友達
ともだち

ができたとよろこびましたが、その

ねこがきてから、おもちゃ屋
や

ではふしぎなこと

ばかりおこり…。 

 

④『にわか魔女
ま じ ょ

のタマユラさん』 

伊藤
い と う

充子
み ち こ

／作
さく

 ながしまひろみ／絵
え

  偕成社
かいせいしゃ

《F ｲ》 

 喫茶
き っ さ

たまゆらの店主
てんしゅ

タマユラさんは、お客
きゃく

の

ヨルさんから黒
くろ

いカバンをあずかりました。カ

バンの中
なか

に入
はい

っていたのは、大
おお

きななべに、ほ

うきに黒
くろ

ネコ、それから鉢
はち

うえの植物
しょくぶつ

。黒
くろ

ネコ

に名
な

前
まえ

をつけてやると、タマユラさんは 気
き

づい

たら“にわか魔
ま

女
じょ

”になってしまい…。 

⑤『くしゃみくしゃみ天
てん

のめぐみ』 

松岡
まつおか

享子
きょうこ

／作
さく

 寺島
てらしま

龍一
りゅういち

／画
が

 福音館
ふくいんかん

書店
しょてん

《A F ﾏ》 

むかし、はくしょんという男
おとこ

がいた。名前
な ま え

を

届
とど

けるとき、おっかあがどえらいくしゃみをし

たもんで、こんな名
な

がついたんだと。ある日
ひ

、

はくしょんは、うんだめしにてんぐ山
やま

のむこう

へ行
い

くことにした。その方法
ほうほう

とは…。 

 



⑥『ゼラルダと人喰
ひ と く

い鬼
おに

』   

トミー・ウンゲラー／作
さく

 たむらりゅういち／やく 

あそうくみ／やく 評論社
ひょうろんしゃ

《E ｳ》 

 人喰
ひ と く

い鬼
おに

は、子
こ

どもを食
た

べるのが大好
だ い す

き。で

も、なかなか見
み

つかりません。やっと見
み

つけた

のは、小
ちい

さな女
おんな

の子
こ

ゼラルダでした。ところが、

あわてて とびかかったとたん、すべって岩
いわ

から

ドシーン！かわいそうに思
おも

ったゼラルダは…。 

 

⑦『ふしぎなやどや』 

薛漁思
せつりょうし

／原作
げんさく

 はせがわせつこ／文
ぶん

 

いのうえようすけ／画
が

  福音館
ふくいんかん

書店
しょてん

《M》 

 たびあきんどの趙
ちょう

は、三娘子
さんじょうし

というおかみ

さんのやどやにとまった。夜中
よ な か

、趙
ちょう

は三娘子
さんじょうし

がふしぎなことをするのを見
み

る。小
ちい

さな木
き

の

人形
にんぎょう

に、ソバ粉
こ

をひかせているのだ。むなさ

わぎがした趙
ちょう

は、朝 食
ちょうしょく

のソバもちを食
た

べな

かった。しかし、食
た

べてしまった人
ひと

たちは…。 

⑧『世界
せ か い

のむかしばなし』 

瀬田貞二
せ た て い じ

／訳
やく

 太田大八
おおただいはち

／絵
え

 のら書店
しょてん

《M》 

ひとさしゆびのミッキ、なかゆびのリッキ、

くすりゆびのキキ、こゆびのピッキがたびにで

ました。おやゆびのトッキが「おれをつれてい

かないと、まずいことになるぞ」といったけれ

ど、みんなはしらんかおです。ところが…。 

 

 

⑨『神社
じんじゃ

のえほん』 

羽
は

尻
じり

利門
としかど

／作
さく

 あすなろ書房
しょぼう

《１７》 

神社
じんじゃ

って、何
なん

のためにあるの？じいちゃんが

「『神
かみ

さま』をまつるための建物
たてもの

」だって言
い

っ

てたけど、やっぱりむずかしい…。ある日
ひ

ぼく

は、神社
じんじゃ

の人
ひと

に参拝
さんぱい

の仕
し

方
かた

や、おまつりのこと

を教
おし

えてもらって…。 

⑩『ブラックホールってなんだろう?』  

嶺
みね

重慎
しげしん

／文
ぶん

 倉部
く ら べ

今日子
き ょ う こ

／絵
え

 福音館
ふくいんかん

書店
しょてん

《４４》 

 ブラックホールは、宇
う

宙
ちゅう

にあって みんなの

住
す

む街
まち

がすっぽり入
はい

ってしまうくらい大
おお

きく、

なんでもすいこんでしまうものです。では、ど

のようなしくみで、ものをすいこむのでしょう

か。そのひみつは、重 力
じゅうりょく

にありました。 

⑪『お山
やま

のライチョウ』 

戸塚
と つ か

学
がく

／写真
しゃしん

・文
ぶん

 小宮輝之
こみやてるゆき

／監修
かんしゅう

 偕成社
かいせいしゃ

《４８》 

高
たか

い山
やま

にすむ鳥
とり

、ライチョウ。 冬
ふゆ

になると

まっ白
しろ

な姿
すがた

に変
か

わり、神様
かみさま

の使
つか

い、神
かみ

の鳥
とり

とし

て大切
たいせつ

にされてきた。そんなライチョウが日
に

本
ほん

からいなくなるかもしれない。一
いっ

体
たい

どうして？  

⑫『ことばのこばこ』 

和田
わ だ

誠
まこと

／さく・え 瑞
ずい

雲舎
うんしゃ

《チヤ》 

  “だれがしている かくれんぼ みつけたぞ う

まくかくれても”この文
ぶん

にかくれている動物
どうぶつ

を

見
み

つけられるかな？答
こた

えは、本
ほん

を読
よ

んでみて。

しりとり、早口
はやくち

ことばなど、ことばあそびが 

いっぱいの本
ほん

だよ。 


